
県内外から多くの親子連れらが参加

カフェで隋報交換

‘

発信ｿ

=

7jｿﾌ

ji

,

41々i一ﾃﾞ

!

i扁釜遍……

=

………゛T………ｻ

.･　'.'………'la｣,'.'･･｀'･"'‥s｡.'‘･･｣'･ ･･･. '･･　　　　　1‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥!･.･･.　;……………………:;1･･･:･.

I

ZI

…

……

………･ﾚ　

…

…

…

　　　　　　　募金や義援金､募金付商品の鵬λなどのはか､植

岬り　　　災地の人が手作りした復興支援グッズの購入が注目

必∧レされています｡これらは被=災地の人なちにと､ら否仲間間

ジ・゛　　士で作る(働く)ことと､買ってもらjうというニ叢の喜び・士で作4.(●く)ことと;ｘ９でもls3というｓ皐ｅ審ぴ･

入があり､自立を後押しすると言われています｡地域のバ

ザーなどで､委託販売をするのもおすすめです｡…………

　･･…………;!l｡E　　　・　　　｡･

=驚異,支薦漁網を使った手作り品‥

聊弓･７ザー-ﾐ分ンガ

　倉敷市東町の｢倉敷町家トラスト事務所｣では､1月末に､東日本大震災支援の｢第2

回みちのくカフエ｣が聞かれました｡カフエでは､東北地方の特産品｢ずんだもち｣や東北

地方の新聞､避難所の女性の手作りブローチの販売､写真顔も行われました｡親子で訪

れた楢村尚子さん(倉敷市阿知)と友人の片山有美さん(大阪府岸和田市)は、｢東北地

方を身近に感じられた｡大震災を忘れず子どもに伝えていきたい｣と話していました。

　企画するDream-style(ドリスタ)は､この他にも月に一度､県内避難者たちの集まり

｢ドリスタカフエ｣を同市内で開催｡13組前後の避難親子らが集い､情報交換や子育て

の悩みを話す場となっています｡代表の高橋香さんは､｢私も含め､慣れない岡山での生

活に戸惑う人も多い中､皆の笑顔が見られてほっとします｡多くの方に参加してほしい｣と

話します｡震災後､現地調査や研究､シンポジウム開催､情報発信などをする協議体

｢DONATION(どねーしょん)くらしき(中村楽典代表)｣もドリスタに協力しています。

‐みちのくカフェ

開催場所／倉敷市東町1-21NPO法人倉敷町家トラスト事務所

開催日時／毎月第4土曜日12:00～18:00

問い合わせ/TEL080-4552-3967(高橋さ八)

★ドリスタカフェ
月に一度､奮敷市内で腿催。開催場所や時間は要問い合わせ

(TEL080-4552-3967高橋さん)。

避難母子との輪を瓦Lﾌﾞ?i

全翻が制作者の収λにa『焼きたてパンエ房う=ンセン』=(岡山

市北区伊島ｔ町7TE∃L086-214･3445)やAMOAで販売a.･.･

讐讐

　.｢a･11｣の.●災1年の日に,キi.ﾝﾄﾞﾙを囲んで祈ろ§という………

　キャンペーン．|つ(2個入･J)2001円..･NPO法人遠野まごころ．･．

ネφ「まごころサンタ基金｣を通じて収益の全額費被現地の子レ

　どもたちに.販売は倉敷市役所売店･など．・ ．･　………………

捷脇能はTELo8ol63'o9-6a24ぴﾛｼﾞｪｸﾄ富有委里参泰稿二，

　局坂ﾉ上さんlokayama＠cDco,on.jp　レ.・　………:'･

　-;………゜;ii手編みのパートがかわいい．・・･･．･．・　　･･
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ソノ岩手匯の陸前高田市･蓋右甫･j大槌瞰rなどの植揖者が手ノ

･.I･｡‐･み･じたi･わ･いいこ･４ブローチ｡･･一品代金の半額が制作者∇。

･･▽の･収λに｡･･s色､a一円･｡･r.･みちめくカウエJ.･で販有に……………………
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　幅1.5m､長さ20mの大きな布いっばいに描かれた子ども　　　きるイベントを開゛てきましたがヽ昨年゛)震災直後に県内避　　＼‥‥　　‥ｚ¨　．．．l.'､jj!
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たちの絵や｢がんばって!｣などのメッセージ.子育てグルー　　　難者親子を積極的にグループに招き入れ､イベントヘの招　　＼:。i､j。i==4&いぷk､i肖。silitiJ。昌==j

プ｢岡山子育て応援団バピママ｣ではヽ震災1年を迎えてヽ　　待や生活用品ヽ子育てグッズの提供を呼びかけるii動も行　　丁の子育７の如iや新し1ヽ友天が恟よりの金盃ii｡.ボン

被災地の児童養護施設などに､子育てグッズをこの布で作　　　ってきました．今ではメンバーの3分の1近くが被災地からの　　ごランテヅアも喜ばれまず．……：　　二尚尚…………=………

った大きな袋に入れて届けることにしています。

　運営者で子育て中の石川智美さんは､樋口由香さん､西

川敬子さんと活動を始め､これまで定期的に母子が参加で

■岡山子育て応援団バピママ

岡山市南区浜野澗い合わせTEL090-9411･1899(石川さん)

hnp:/ypapymama.com/

鏡子になり､友情の輪が広がっています。「遊離先の岡山

で､子育ての悩みを分かち合う友だちづくりは不可欠｡長い

お付き合いをしたい」と三人は笑誦で話します。
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手作り品の支援は､温かみがあり､遡いが伝わ幻ま／

す。冬場には､手作り･の簡･易道たλぼカバーなどが喜………

ばれたそうです｡｡求･められている･ニー･ズを把握し:､楠･単……

なメッセージを添えるとよりよいでしょう=。‥‥‥‥‥‥‥
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